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感染症予防のためには、人の健康だけではなく、病原体を保有し運ぶ家畜やペットの健康

や、病原体の宿主となり得る野生生物の生存領域である自然環境を一体的に守っていく必要

があるという「ワンヘルスの理念」のもと、医師や獣医師、研究者だけでなく、行政や企

業、市民との一体的な取り組みに期待が高まっています。 

本市は、ワンヘルスを実践する先進的な都市のモデルとなるべく、「ワンヘルスの推進」

を宣言し、感染症対策や環境保全、人と動物の共生社会づくり等の活動を、ワンヘルスの理

念のもと積極的に取り組み、感染症に対応した安心して暮らせる社会の実現を目指します。 

なお、ワンヘルスの推進には、関連する各分野が連携して取り組むことが大切であるため、

宣言は、北九州市医師会、北九州市獣医師会との連名により行います。 

 

記 

 

１ 宣 言 文  『－人と動物、環境の健康はひとつ－ワンヘルス推進宣言』  

２ 宣 言 日  令和３年１１月３０日 

３ 宣言の内容  ○ワンヘルス実践（人と動物の健康及び環境の健全性を一体的に守るた

めの６つの課題への取り組み）の基本方針を具体化する福岡県行動計

画に連携協力する。 

○市民へのワンヘルス周知に努め、理解の促進を図り、その実践活動に対    

し、必要な支援を行う。 

○北九州市医師会、北九州市獣医師会は、本宣言の趣旨に賛同し、ワンヘ  

ルスの推進に連携し協力する。 

４ 宣言式について 

 （１）日 時：令和３年１１月３０日（火）１５：１０～１５：４０ 

 （２）場 所：北九州市役所本庁舎５階（特別会議室Ａ） 

（３）出席者：公益社団法人北九州市医師会 会長 穴井 堅能（あない けんのう） 

        公益社団法人北九州市獣医師会 会長 関 一弥（せき かずや） 

       北九州市長 北橋 健治（きたはし けんじ） 

 （４）次 第：ワンヘルス推進宣言の説明、挨拶、署名及び記念撮影、質疑応答 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必ずマスクの着用をお願いします。 

（問合せ先） 

北九州市保健福祉局保健衛生課 課長：今泉 係長：山口 電話：093-582-2435 

『ワンヘルスの推進』を宣言します。 
－人と動物、環境の健康はひとつ－ 

報道機関各位 

記者発表資料 



参考資料 

■福岡県ワンヘルス推進基本条例に掲げる６つの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワンヘルスに関する動き 

２００４年 

（平成１６年） 

野生生物保護協会（ＷＣＳ） 

マンハッタン原則「Ｏｎｅ Ｗｏｒｌｄ－Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ」制定 

人獣共通感染症の制圧と生態系の健全性維持には、多くのセクターの協

働による領域横断的な取組「Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ Ａｐｐｒｏａｃｈ」

が必要であることを提唱。 

２００９年 

（平成２１年） 

国際獣疫事務局（ＯＩＥ） 

「より安全な世界のための獣医学教育の新展開」に関する勧告において

「Ｏｎｅ Ｗｏｒｌｄ、Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ」を実行すべきであること

を提唱。 

２０１０年 

（平成２２年） 

日本獣医師会 

活動指針「動物と人の健康は一つ。そしてそれは地球の願い」制定 

２０１２年 

（平成２４年） 

世界獣医師会と世界医師会 

ワンヘルスの理念の下で獣医師と医師が協力しあうことを目的として

「ワンヘルス推進の覚書」調印 

２０１３年 

（平成２５年） 

日本医師会と日本獣医師会 

「ワンヘルス推進のための学術協定」締結 

２０１５年 

（平成２７年） 
第１回世界獣医師会・世界医師会ワンヘルス国際会議（スペイン） 

２０１６年 

（平成２８年） 

第２回世界獣医師会・世界医師会ワンヘルス国際会議（北九州市） 

世界獣医師会、世界医師会、日本獣医師会、日本医師会によるワンヘル

スの概念の基づき行動し、実践する「福岡宣言」を採択 

２０２０年 

（令和２年） 
福岡県ワンヘルス推進基本条例制定（全国初） 

２０２１年 

（令和３年） 
第１回福岡県ワンヘルス国際フォーラム（福岡市） 

 

①人と動物の共通感染症対策 

医療と獣医療をはじめ各分野と連携

し、発生予防、まん延防止を図る。 

②薬剤耐性菌対策 

薬剤の適正使用を推進する。 

④人と動物の共生社会づくり 

動物愛護の推進と野生生物の理解と

共存を図る。 

⑤健康づくり 

自然や動物とのふれあいを通じた健康

づくりを推進する。 

 

③環境保護 

自然環境の保全と生物の棲み分け  

の維持を図る。 

⑥環境と人と動物のより良い関係づくり 

健全な環境下における安全な農林水

産物の生産・消費、食育を推進する。 


